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５
月
24
日
（
水
）
に
総
会
が
行
わ
れ
、

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
令
和

５
年
度
の
事
業
を
展
開
し
て
い
く
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
國
本
区
長
を
は
じ
め
、
菊
地

戸
塚
区
連
合
町
内
会
・
自
治
会
連
絡
会
会

長
、
戸
塚
区
社
会
福
祉
協
会
事
務
局
長
、

戸
塚
区
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
担
当
部
長
、

戸
塚
区
高
齢
・
障
害
支
援
課
長
の
皆
さ
ま

の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
紙

面
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
も
、
一
昨
年
に
続
く
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
こ
そ
は
、
新
規
事

業
も
加
え
て
全
て
の
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
た
い
と
計
画
・
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
（
水
）
に
は
区
老
連
「
戸
塚

区
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
①
（
下
飯
田
方
面
）」

を
実
施
し
、
６
月
12
日
（
月
）
に
は
過
去

３
年
に
も
お
よ
び
中
止
し
て
い
ま
し
た
、

春
の
親
睦
旅
行
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
」
を

実
施
。
参
加
者
は
３
０
０
名
を
上
回
る
人

数
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
６
月
は
、
新
規
事
業
の
ボ
ッ
チ
ャ

体
験
教
室
を
は
じ
め
、恒
例
の
シ
ニ
ア
大
学
、

新
任
会
長
副
会
長
研
修
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
女
性
部
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ク
と
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

本
機
関
誌
が
発
刊
さ
れ
る
７
月
に
は
、

そ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の
事
業
が
終
了
し

て
い
ま
す
が
、
か
が
や
き
ク
ラ
ブ
戸
塚
の

活
動
の
目
標
は
、
会
員
相
互
に
親
睦
を
図

り
健
康
・
奉
仕
・
友
愛
を
基
本
に
、「
生

活
を
豊
か
に
す
る
元
気
で
、
楽
し
く
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
、活
動
す
る
こ
と
」で
す
。

　

86
ク
ラ
ブ
、
５
１
２
６
名
の
会
員
の
皆

さ
ま
が
、
楽
し
く
、
有
意
義
に
活
動
さ
れ

て
い
く
こ
と
が
、
進
み
ゆ
く
高
齢
化
社
会

　

戸
塚
区
老
連
は
現
在
86
の
単
位
ク
ラ
ブ

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
横
浜
市
老
連
の

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
林
　
　
弘
一

区
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

会長あいさつ

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長
　
髙
濵
　
照
彦

さ
わ
や
か
に
、
さ
さ
や
か
に
！

副会長あいさつ

に
あ
っ
て
、
地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
よ
り
一
層
多
く
の
方
々
に

行
き
届
い
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
と
い
っ
た
機

器
を
「
持
た
な
い
」
と
い
う
方
も
お
ら
れ

る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
際「
新

た
な
挑
戦
」
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　
「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
持
っ
て
諸
活
動
を
」「
仲
間

づ
く
り
を
」「
孤
独
に
な
ら
な
い
・
さ
せ

な
い
た
め
の
友
愛
活
動
」
を
、
こ
れ
か
ら

も
地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
人
生
の
長
き
に
わ
た
っ
て
多

様
な
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
豊

富
な
経
験
や
知
識
を
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
み

な
ら
ず
、
地
域
の
諸
活
動
へ
の
展
開
、
推

進
へ
向
け
て
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

下
部
組
織
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。よ
っ
て
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
の
基
本
的
な
活
動
は
市
老

連
の
事
業
計
画
に
沿
っ
て
区
老
連
か
ら
13

の
地
区
老
連
、
ま
た
は
地
区
連
絡
会
を
通

じ
て
各
ク
ラ
ブ
へ
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
市
老
連
の
事
業
計
画
と
は
別

2

暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。



　

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
度
を
迎
え
、

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
３
年
ほ
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
騒
ぎ
に
振
り
回
さ
れ
、
日
本

中
が
平
穏
な
日
々
を
送
れ
な
い
異
常
事
態

が
続
い
て
お
り
、
我
々
高
齢
者
も
不
便
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
当
区
老

連
も
、
２
年
ほ
ど
通
常
活
動
が
ま
ま
な
ら

ず
、
か
な
り
の
行
事
を
中
止
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
か
ろ
う
じ
て
、
感

染
状
況
も
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
工

夫
を
し
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
福
祉
演

芸
大
会
な
ど
の
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
を
再
開

し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

本
年
は
感
染
規
模
分
類
も
２
類
相
当
よ

り
５
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

い
ま
だ
に
存
続
し
て
い
る
感
染
状
況
に
充

分
注
意
し
な
が
ら
、
従
前
ど
お
り
の
活
動

を
実
施
す
べ
く
事
業
計
画
も
策
定
し
ま
し

た
。

　

本
年
の
重
点
と
し
て
は
、
市
老
連
の
音

頭
取
り
も
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
と
会

員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
い

く
つ
か
の
試
み
を
始
め
た
こ
と
で
す
。

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長
　
小
池
　
　
泰

今
年
度
の
抱
負

副会長あいさつ

　

会
員
の
受
け
入
れ
ク
ラ
ブ
が
な
い
地
域

の
解
消
の
た
め
の
方
策
、
区
老
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

紹
介
・
啓
蒙
・
宣
伝
等
の
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

　

進
捗
状
態
、
詳
細
等
は
そ
の
都
度
、
区

老
連
の
理
事
会
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ま
に
も
な
に
か
と
ご
協
力
ご
理

解
を
賜
り
、
新
生
戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

に
、
各
ク
ラ
ブ
で
は
「
会
員
が
相
互
に
支

え
あ
い
、
楽
し
み
を
共
に
す
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
、
き
め
細
か
い
展
開
が
な
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
〝
町
内
会
・
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
社
協
と
称
す
る
）

な
ど
地
域
の
各
種
団
体
や
関
係
者
と
良
好

に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
〟
が
有

効
・
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
区
の
「
ハ
ー
ト
プ
ラ
ン
」

や
社
協
の
唱
え
る
「
地
域
の
人
び
と
が
住

み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
活
動

な
ど
へ
の
一
助
に
も
な
り
得
ま
す
。

　

健
康
・
奉
仕
・
友
愛
の
旗
を
掲
げ
て
「
一

人
暮
ら
し
や
体
の
弱
い
人
の
見
守
・
手
助

け
」「
子
供
た
ち
の
登
下
校
の
安
全
確
保
・

ふ
る
さ
と
作
り
」「
近
隣
公
園
の
清
掃
・

花
植
え
な
ど
近
隣
の
美
観
を
推
進
す
る
活

動
」
な
ど
、
高
齢
者
で
、
で
き
る
範
囲
で
、

楽
し
み
な
が
ら
、
あ
か
る
く
、
さ
わ
や
か

に
、
さ
さ
や
か
に
、
近
隣
・
地
域
へ
貢
献

す
る
「
か
が
や
き
ク
ラ
ブ
」
と
な
り
た
い

も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
健
康
第
一
、
フ
レ
イ
ル
防
止

の
た
め
に
も
区
老
連
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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功 労 者 表 彰
受賞者の皆さまおめでとうございます！
永年勤続
氏　　名 役　職 年　数 地区名 クラブ名
小泉　武彦 理事 5 倉　田 第一明治会
小屋　雅彦 理事 5 汲　沢 汲沢新芽会
高島　二郎 監事 5 踊　場 東明ことぶき会

謝　辞
氏　　名 役　職 年　数 地区名 クラブ名
菅井　勝夫 理事 4 踊　場 平台光寿会
内田佐知子 理事 2 吉田矢部 青葉会
土井かつ子 理事 2 大　正 東俣野影取敬友会

米寿祝
氏　　名 役　職 地区名 クラブ名
桑野美津子 クラブ会長 踊　場 東急汲沢台友和会

新
年
度
ス
タ
ー
ト

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度    

定
期
総
会

定
期
総
会

　

昨
年
度
に
続
い
て
対
面
で

の
開
催
、
５
月
24
日
（
水
）

午
前
10
時
よ
り
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
75
名
（
ク
ラ

ブ
数
86
）
の
出
席
者
を
得
て

定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
物
故
者
１
名
へ
の
黙

祷
、
会
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
、
功
労
者
６
名
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

前
年
度
事
業
報
告
、
決
算
・

監
査
を
得
て
今
年
度
の
事
業

計
画
、
予
算
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
落
ち
着

い
て
き
た
今
日
こ
の
頃
、
よ

り
充
実
し
た
活
動
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
西
塚　

記
）

令和５年度  戸塚区老連事業計画令和５年度  戸塚区老連事業計画
令和5年

４月
７日（金） 女性部　総会
７日（金） 女性部　セラバンド健康体操
20日（木） 会計監査

５月
24日（水） 定期総会
25日（木） シニア大学一般講座合同開講式
31日（水） 戸塚区歴史ウォーク（１）

６月

 ７日（水） シニア大学一般講座開講式
12日（月） 春の親睦旅行
15日（木） 新任会長・副会長研修会
19日（月） ボッチャ体験教室①
22日（木） ゲートボール大会
23日（金） 女性部　ノルディックウォーク

７月

14日（金） 機関誌「戸塚」73号 発行
19日（水） ボッチャ体験教室②
20日（木） 友愛部　委嘱式
27日（木） 女性部　健康体操

８月 ９日（水） シニア大学一般講座閉講式
21日（月） ボッチャ体験教室③

９月

14日（木） グラウンド・ゴルフ大会
20日（水） ボッチャ体験教室④
21日（木） 女性部・作品づくり
27日（水） カラオケ大会

10月
未定 趣味の作品展参加

13日（金） ボッチャ体験教室⑤
18日（水） 戸塚区歴史ウォーク（２）

11月

３日（金） 戸塚区民まつり参加
９日（木） ペタンク大会

未定 福祉演芸大会
未定 秋の親睦旅行

12月 未定 定例理事懇親会
未定 友愛活動講演会（友愛部、女性部共催）

令和6年

１月 15日（月） 機関誌「戸塚」74号発行
未定 囲碁・将棋大会

２月 未定 親睦グラウンド・ゴルフ大会
未定 会長・役員一泊研修会

３月
未定 女性部定例委員会
未定 友愛活動研修会

14日（木） かがやきクラブ横浜 第11回シニアの祭典
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令和5年度　かがやきクラブ戸塚　役員名簿令和5年度　かがやきクラブ戸塚　役員名簿

No 役　職 氏 　名 体育部 文化部 教養部 女性部 友愛部 市老連  所 属 ク ラ ブ 地　区

1 会　長 林　　弘一 東明ことぶき会 踊 　 場
2 副会長 髙濵　照彦 担当 担当 グリーンくらぶ 平 　 戸
3 副会長 小池　　泰 担当 シニア大学運営委員長 坂本百寿会 戸 塚 第 三
4 副会長 西塚　澄子 担当 担当 コープ野村和楽会 倉   田
5 理 事 磯ヶ谷和弘 ○ 五葉会 戸 塚 第 一
6 〃 藤谷　昌宏 ○ 皇 寿 会 戸 塚 第 一
7 〃 角田　弘子 ◎ ○ 女性委員 五月会 戸 塚 第 二
8 〃 実方　幸一 ○ 池の沢会 戸 塚 第 二
9 〃 長谷川正雄 ○ アザリエさつき会 戸 塚 第 三
10 〃 高田　義臣 ○ 吉田町東峯会 吉 田 矢 部
11 〃 小寺　隆司 ○ 文化活動委員 やよい会 吉 田 矢 部
12 〃 外山　　茂 ◎ 平和台峰友会 踊 　 場
13 〃 斎藤　　典 ○ 明和会さわやかクラブ 踊 　 場
14 〃 村上　　孟 ○ 新生サファイヤクラブ 北 汲 沢
15 〃 中村　秀子 ○ 〇 悠々会 北 汲 沢
16 〃 入内嶋　茂 ◎ 健康づくり副委員長 柏友会 川   上
17 〃 矢弓　　進 ◎ 友愛委員 柏富士会 川   上
18 〃 児玉　雅次 ○ 南舞岡紅寿会 舞 　 岡
19 〃 金子　保雄 ○ 舞岡第一高寿会 舞 　 岡
20 〃 淺岡　正道 ○ 名瀬第二住宅きずなクラブ 名瀬上矢部
21 〃 鈴木　一三 ○ 上矢部友遊会 名瀬上矢部
22 〃 児玉　文雄 ◎ 機関紙編集委員 平戸町長寿クラブ 平 　 戸
23 〃 筒井　　博 ○ みどり会 平 　 戸
24 〃 宮嶋　政彦 ○ 芙蓉シニアクラブ 大 　 正
25 〃 若井　敦子 ○ ○ 小雀敬友会 大 　 正
26 〃 中川　純一 ○ エルエルクラブ 大 　 正
27 〃 赤坂　彰夫 ○ 汲沢東ハイツ白寿会 汲 　 沢
28 〃 上田　由大 ○ きらきら会 汲 　 沢
29 〃 大鳥井　勉 ○ 戸塚ハイライズ満福会 倉   田
30 〃 吉住　　正 ○ 上倉田北部寿会 倉   田
31 監　事 佐藤　秀夫 平戸町長寿クラブ 平 　 戸
32 監　事 待永　輝男 ラムーナシニアクラブ 戸 塚 第 三

33 事務局
吉田　千鶴
小西　　淳
今野　公子

○は部員　◎は部長　
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暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。



事

業

報

告

　

６
月
15
日
（
木
）、
戸
塚
区
地
区

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
に
て
新
任
会

長
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
年
度
、
新
し
く
単
位
ク

ラ
ブ
の
会
長
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対

し
て
区
老
連
が
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
を

円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
組
織
の
こ
と

や
さ
ま
ざ
ま
な
心
得
を
説
明
す
る
、

有
益
な
研
修
会
で
す
。
今
回
は

14
名
の
各
会
長
を
対
象
に
研
修

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

よ
り
対
象
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
さ

ん
も
希
望
が
あ
れ
ば
研
修
会
に

出
席
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
新
任
会
長
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
多
く
の
質
問
が

あ
が
り
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
研
修
会
を
通
し
て
自
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
を
図
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

�
（
小
池　

記
）

リ
ー
ダ
ー

　
　
学
び
の
場

新
任
会
長
研
修
会

地区名 クラブ名 氏　名

新
任
会
長

戸塚第三 第三洗心会 落合　　博

踊 場 平台光寿会 山㟢由美子

舞 岡
舞岡第一高寿会 金子　保雄

舞岡第二高寿会 菊地　廣明

大 正

松葉長生会 吉田　　勝

富士見ヶ丘高砂会 蒲ヶ原　昇

東俣野影取敬友会 井田　波子

わかば会 木村　　猛

汲 沢 汲沢新芽会 持田みつ子

倉 田

上倉田南部寿会 實方　英勝

第一明治会 吉原　京子

戸塚ハイライズ満福会 藤原　正名

BST悠々会 小川　　渉

天狗会 関本　稔次

研修会の様子

参加した皆さま
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暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。



　

１
月
17
日
（
火
）
戸
塚
地
区
セ
ン

タ
ー
に
て
、
か
が
や
き
ク
ラ
ブ
戸
塚

第
35
回
囲
碁
将
棋
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

囲
碁
の
部
Ａ
ク
ラ
ス
13
名
、
Ｂ
ク

ラ
ス
11
名
、
将
棋
の
部
Ａ
ク
ラ
ス
３

名
、Ｂ
ク
ラ
ス
４
名
の
参
加
が
あ
り
、

入
賞
者
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
者
は
か
が
や
き
ク

ラ
ブ
横
浜
大
会
に
出
場
さ
れ
、
結
果

囲
碁
の
部
Ｂ
ク
ラ
ス
辻
誠
さ
ん
が
３

位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
文
化
部　

筒
井　

記
）

ぶ
つ
か
り
合
う

棋
力
と
気
力

囲
碁
将
棋
大
会

囲碁の部

Aクラス

順　位 氏名 クラブ名 段・級

優　勝 土屋　五紀 ラムーナシニアクラブ 5段

準優勝 鵜沢　　清 長寿クラブ 3段

第３位 只野　勝義 みどり会 3段

Bクラス

順　位 氏名 クラブ名 段・級

優　勝 辻　　　誠 舞岡紅寿会 初段

準優勝 三戸　隆男 柏友会 初段

第３位
谷津　　新 みどり会 1級

原田　勝美 柏友会 初段

将棋の部

Aクラス

順位 氏名 クラブ名 段・級

優　勝 野田　耕作 第一柏陽台クラブ 初段

Bクラス

順位 氏名 クラブ名 段・級

優　勝 太田　幸宏 平和台峰友会 ２級

特殊詐欺ニュース特殊詐欺ニュース
新型コロナウイルスに新型コロナウイルスに
　便乗した詐欺に注意 ！　便乗した詐欺に注意 ！

◦�区役所職員等をかたって電話をか

け義援金等を振り込ませる！

◦�区役所職員等をかたって自宅を訪問

し「義援金を集めている。」などと言っ

て現金を受け取る！

◦�新型コロナウイ

ルスに感染した

身内を装い電話

等で現金を要求

する！

予想される事例予想される事例
（都県で同種のアポ電が発生しています）（都県で同種のアポ電が発生しています）

◆�公的機関などがこのような電話を

かけることは、絶対にありません !!

◆必ず誰かに相談する！

　絶対に現金等を渡してはいけません!!

　�必ず家族や知人、警察に相談してくだ

さい。

防犯ポイント防犯ポイント
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暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。



は
市
老
連
の
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
年
２
回
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
、
１
回
目
は
去
る
５
月

31
日
（
水
）
泉
区
方
面
の
散
策
と
し
て
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
第
２
回
目
は
秋
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
、
シ
ニ
ア
大
学
一
般
講
座
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
身
に
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
健
康
福
祉
の
視
点
か
ら
生
活
に

密
着
し
た
内
容
で
、
食
生
活
に
よ
る
健
康

づ
く
り
、お
薬
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
、

必
要
な
法
知
識
、
消
費
生
活
、
事
故
防
止

等
７
講
座
。
ま
た
区
独
自
の
自
主
講
座
で

は
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
災

害
時
の
防
犯
の
３
講
座
で
構
成
さ
れ
、
８

月
９
日（
水
）ま
で
週
１
回
の
開
催
と
な
っ

て
お
り
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
に
と
っ
て
学
ぶ
良
い
機
会
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

次
年
度
多
数
の
方
々
の
受
講
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

教養部
「
老
い
て
も
な
お

チ
ャ
レ
ン
ジ
」し
ま
し
ょ
う

平
和
台
峰
友
会

�

会
長
　
外
山　
　

茂

各
部
運
営
状
況

　

教
養
部
は
担
当
役
員
を
含
め
８
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
シ
ニ

ア
大
学
一
般
講
座
、
新
任
会
長
研
修
会
、

歴
史
ウ
ォ
ー
ク
等
、
３
事
業
の
運
営
の
世

話
役
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

一
、
区
老
連
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
に
つ
い
て

等
は
不
可
欠
で
す
ね
。
開
始
に
あ
た
り
各

地
区
別
に
代
表
者
を
選
考
し
て
い
た
だ

き
、
ボ
ッ
チ
ャ
研
修
体
験
会
を
戸
塚
フ
レ

ン
ズ
３
階
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
度
よ
り
各
地
区
別
に
区
分
け
し
勉

強
会
、
体
験
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
今
年

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
変

更
さ
れ
、
活
動
範
囲
も
少
し
ゆ
る
や
か
に

な
り
ま
し
た
ね
。

　

か
が
や
き
ク
ラ
ブ
戸
塚
に
お
き
ま
し
て

も
、
健
康
づ
く
り
、
体
力
維
持
向
上
の
一

環
と
し
ま
し
て
、
今
年
度
の
計
画
を
決
め

ま
し
た
。

　

市
老
連
推
奨
の
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
を
取
り

入
れ
、
少
し
の
ス
ペ
ー
ス
（
室
内
）
で
も

誰
も
が
簡
単
に
み
ん
な
で
遊
べ
、
競
技
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
し
い
競
技

を
始
め
る
に
あ
た
り
、
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー

体育部

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

�
（
ボ
ッ
チ
ャ
）

相
友
会
会
長
　
入
内
嶋　

茂

親睦グラウンド・ゴルフ大会も開催

目標の位置に目掛けて投げる

度
は
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
等
を
実
習
し
て
い

た
だ
き
、
次
年
度
か
ら
は
大
会
等
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
、
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
体
力
維
持
に
努
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。



　

女
性
部
と
い
え
ば
、
毎
年
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ク
体
験
バ
ス
旅
行
が
恒
例
で

す
。
今
年
は
６
月
に
千
葉
県
の
大
山
千
枚

田
と
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
は
定
員
割
れ
で
し
た
が
、

満
員
（
40
人
募
集
）
以
上
で
、
嬉
し
い
悲

鳴
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

作
品
作
り
の
準
備
も
し
て
い
ま
す
。
先

着
30
人
募
集
の
お
知
ら
せ
が
出
ま
し
た
ら

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

女性部

満
員
御
礼
の

�
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー

五
月
会
　
会
長
　
角
田　

弘
子

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
も
終
わ
り
、
ま
た

行
動
制
限
な
く
自
由
に
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
私
た
ち
女
性
部
も
元
気
に
な

る
よ
う
な
活
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
あ
り
作
品
作
り
、

体
力
作
り
、認
知
症
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

華やかな手作りのポーチ

ちょっとひといき

漢字漢字クイズクイズ
（問題）

　  に入る漢字は
　　　  何でしょう？
？

【第1問】

水

山 路

端

？

【第2問】

部

家 根

号

？

【第4問】

声

発 朝

日

？

【第3問】

戯

発 動

霊

？

【第5問】

達

新 命

気

？

漢字クイズの答え　①道　②屋　③言　④明　⑤人
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暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。



読
者
の
た
よ
り

読
者
の
た
よ
り

　

当
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飲
ま
な
い
、

吸
わ
な
い
、
懐

ふ
と
こ
ろを

痛
め
な
い
、
文
字
ど
お

Ｈ
Ｐ
を
開
き
ま
し
ょ
う
!!

　
　
平
戸
地
区
　
グ
リ
ー
ン
く
ら
ぶ

�

髙
濵
　
照
彦

　

ノ
ン
ビ
リ
Ｔ
Ｖ
の
歌
番
組
を
見
て
い
た

と
き
、
ふ
と
「
世
は
歌
に
つ
れ
、
歌
は
世

に
つ
れ
」
と
い
う
司
会
者
の
言
葉
が
頭
を

よ
ぎ
り
、
お
茶
と
遊
び
な
が
ら
、
今
の
世

に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

思
う
に
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
現
在
は

デ
ジ
タ
ル
化
・
Ａ
Ｉ
化
の
真
っ
只
中
「
世

は
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
れ
」
で
は
な
い
か
？　

避
け
て
は
通
れ
な
い
状
況
で
は
?!

　

戦
後
の
変
化
の
激
し
い
、
厳
し
い
世
の

中
を
〝
そ
ろ
ば
ん
〟
片
手
に
ア
ナ
ロ
グ
で

生
き
抜
い
て
き
た
我
々
で
す
が
、
現
在
は

り
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
す
。

　

パ
イ
を
か
き
混
ぜ
、
裏
返
し
た
り
積
み

上
げ
た
り
、
指
の
運
動
が
脳
の
活
性
化
に

繋
が
る
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
は
上
が
り
に

向
か
っ
て
ど
う
手
作
り
し
て
い
く
か
等
、

脳
が
大
活
躍
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。「
運
」

が
支
配
す
る
要
素
も
大
き
い
の
で
、
初
心

者
が
ベ
テ
ラ
ン
に
勝
つ
（
こ
と
も
あ
る
）

の
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
男

性
と
初
々
し
い
（
？
）
女
性
半
々
で
、
月

に
２
回
、２
～
３
卓
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
す
が
、
良
い
手
で

上
が
れ
ば
嬉
し
い
、
振
り
込
ん
だ
ら
悔
し

い
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
刺

激
の
少
な
い
高
齢
者
に
は
う
っ
て
つ
け
の

ゲ
ー
ム
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

戸
塚
第
三
地
区
　
ア
ザ
リ
エ
さ
つ
き
会

�
長
谷
川
正
雄

暮
ら
し
を
有
意
義
に 

す
る
た
め
に

　
　
川
上
地
区
　
柏
友
会

�

佐
々
木
勝
栄

　

歳
を
重
ね
る
ご
と
に
老
化
が
進
み
、
何

を
す
る
に
も
不
自
由
を
感
じ
て
き
ま
す
。

一
番
の
問
題
は
足
腰
の
衰
え
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
楽
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
自
由
に
動
き
回
れ
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。
外
に
出
て
歩
き
回
り
自
分
の

興
味
の
あ
る
こ
と
何
で
も
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

そ
こ
で
足
腰
を
丈
夫
に
保
つ
た
め
に
皆

さ
ん
は
何
を
や
っ
て
い
ま
す
か
。
わ
が
町

内
で
は
朝
６
時
半
か
ら
公
園
で
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
継
続
し
て

い
て
、
こ
れ
は
健
康
維
持
に
非
常
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
適
度
な
ウ
ォ
ー

ク
で
す
。
毎
日
歩
く
こ
と
で
足
腰
が
鍛
え

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
ペ
タ
ン
ク
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
等
を
や
れ
ば
暮
ら
し
が
充

実
し
て
き
ま
す
。

　

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
な
い
で
、
運
動

や
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
な
た
の
生
活
を
充

実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

フ
ー
ド
ロ
ス
に
思
う

　
　
大
正
地
区
　
原
宿
芙
蓉
会

�

髙
橋
　
文
雄

　

世
界
で
栄
養
不
足
状
態
の
人
々
が
多
数

い
る
中
、
わ
が
国
で
は
令
和
２
年
度
農
水

省
の
推
計
値
で
食
品
ロ
ス
は
５
２
２
万
ト

ン
、
国
民
１
人
１
日
あ
た
り
約
１
１
３
ｇ

（
ご
飯
１
杯
分
弱
）
を
捨
て
て
い
る
よ
う

で
す
。
家
庭
か
ら
と
事
業
者
か
ら
約
半
々

で
す
。

　

こ
こ
で
戦
後
食
べ
物
が
十
分
に
無
か
っ

た
と
き
の
こ
と
も
思
い
出
し
ま
し
た
。
消

費
・
賞
味
期
限
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
鼻
と
舌
で
判
断
し
て
食
べ
て
い
ま
し

た
。
期
限
が
過
ぎ
て
も
生
で
な
け
れ
ば
ま

だ
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
我
々
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
期

限
ぎ
り
ぎ
り
の
値
引
き
商
品
を
買
う
、
食

べ
き
れ
な
い
分
量
を
注
文
し
な
い
、
食
べ

残
さ
な
い
、
規
格
外
の
食
材
を
使
う
等
で

少
な
か
ら
ず
削
減
に
貢
献
で
き
ま
す
。

　

国
で
も
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
令
和
元
年
10
月
１
日
に

施
工
さ
れ
ま
し
た
。
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Ｈ
Ｐ
を
開
き
ま
し
ょ
う
!!

　
　
平
戸
地
区
　
グ
リ
ー
ン
く
ら
ぶ

�

髙
濵
　
照
彦

　

ノ
ン
ビ
リ
Ｔ
Ｖ
の
歌
番
組
を
見
て
い
た

と
き
、
ふ
と
「
世
は
歌
に
つ
れ
、
歌
は
世

に
つ
れ
」
と
い
う
司
会
者
の
言
葉
が
頭
を

よ
ぎ
り
、
お
茶
と
遊
び
な
が
ら
、
今
の
世

に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

思
う
に
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
現
在
は

デ
ジ
タ
ル
化
・
Ａ
Ｉ
化
の
真
っ
只
中
「
世

は
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
れ
」
で
は
な
い
か
？　

避
け
て
は
通
れ
な
い
状
況
で
は
?!

　

戦
後
の
変
化
の
激
し
い
、
厳
し
い
世
の

中
を
〝
そ
ろ
ば
ん
〟
片
手
に
ア
ナ
ロ
グ
で

生
き
抜
い
て
き
た
我
々
で
す
が
、
現
在
は

デ
ジ
タ
ル
化
を
受
け
入
れ
る
の
が
「
世
に

つ
れ
」
の
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
流
れ
の
中
、
区
老
連
も
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く〝
世
〟に
つ
れ
？　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
る
も
の
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
高
齢
者
に
と
っ
て
馴
染
み
に
く
い

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
す
が
、
一
度
「
か

が
や
き
ク
ラ
ブ
戸
塚
」
と
打
ち
込
ん
で
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
内
容
は
こ
れ
か

ら
徐
々
に
…
…
。
色
ん
な
ご
意
見
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
「
負
う
た
子
に
教
え
ら
れ
て
浅
瀬
を
渡

る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
人
生

の
ベ
テ
ラ
ン
も
時
に
は
孫
に
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
の
操
作
方
法
を
教
わ
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
良
い
で
す
よ
!!

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

復
興
を
期
待
し
て

　
　
舞
岡
地
区
　
南
舞
岡
紅
寿
会

�

児
玉
　
雅
次

　

昨
年
、区
老
連
本
部
と
の
話
し
合
い（
約

束
）
で
、
昔
は
活
動
が
活
発
だ
っ
た
舞
岡

地
区
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
復
興
に

努
力
す
る
こ
と
で
、
鋭
意
推
進
中
で
あ
り

ま
す
。

　

復
興
の
中
身
は
①
大
会
参
加
チ
ー
ム
を

常
時
２
チ
ー
ム
（
12
名
以
上
）、
②
一
定

の
チ
ー
ム
力
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
競
技
の
人
気
が
失
せ
た
原
因
は
初

参
加
、
初
経
験
の
私
に
も
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
①
ボ
ー

ル
を
正
確
に
打
っ
て
、
狙
っ
た
ボ
ー
ル
に

正
確
に
当
て
る
こ
と
と
、
狙
っ
た
場
所
に

ボ
ー
ル
を
運
ぶ
こ
と
。
②
戦
略
的
に
チ
ー

ム
と
し
て
攻
め
る
こ
と
の
重
要
さ
を
基
本

と
す
る
こ
と
だ
と
確
信
し
、
毎
週
２
回
以

上
の
練
習
日
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
老
人
に
な
っ
て
か
ら
始
め
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
、
難
し
過
ぎ
る
と
感

じ
る
人
が
多
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
健
康
の
た

め
、
頭
脳
老
化
防
止
の
た
め
、
み
ん
な
と

楽
し
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
作
り
上

げ
る
こ
と
を
念
頭
に
日
々
努
力
を
惜
し
ま

な
い
の
と
、
上
達
す
れ
ば
非
常
に
面
白
い

こ
と
に
気
が
付
い
て
今
後
も
新
し
く
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

様々な情報をお届けします

事

務

局

だ

よ

り

　

梅
雨
も
明
け
、
す
が
す
が
し
い
夏
空
の
広
が
る
こ

の
頃
、
み
な
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
上
半
期
の
ト
ピ
ッ
ク
は
何
と
い
っ
て
も
コ

ロ
ナ
５
類
移
行
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！？�

日
経
新

聞
の
２
０
２
３
年
度
上
半
期
ヒ
ッ
ト
商
品
番
付
で

も
「
５
類
移
行
」
が
東
の
横
綱
に
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
も
研
修
会
や
親
睦
旅
行
な
ど
、
徐
々
に
コ
ロ

ナ
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
こ
の
文
章
を
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
の
Ｍ
ａ
ｃ
で
執

筆
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
発
明
し
た
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ

ｅ
の
創
業
者
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ョ
ブ
ズ

は
「
人
生
で
大
事
な
こ
と
は
、
ど
れ
だ
け
楽
し
い

こ
と
を
や
り
遂
げ
て
い
る
か
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
と
し
て
も
、
会
員
の
み
な
さ
ま
と
一
緒

に
楽
し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。　

�

（
事
務
局　

小
西
）
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■スポンサーへのお礼■　本紙の発行に際して、広告を頂戴いたしました皆様に厚くお礼いたします。
今後もよろしくお願いいたします。

編 集 委 員
（
副
会
長
）　

髙
濵　

照
彦

（
委
員
長
）　

児
玉　

文
雄

　
　
　
　
　

淺
岡　

正
道

　
　
　
　
　

筒
井　
　

博

（
新
委
員
）　

小
寺　

隆
司

　
　

〃　
　

斎
藤　
　

典

　
　

〃　
　

金
子　

保
雄

　
　

〃　
　

大
鳥
井　

勉

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う

や
く
収
ま
り
、
各
ク

ラ
ブ
と
も
一
斉
に
動

き
出
し
、
そ
の
う
ち

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が

続
々
と
入
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
編
集
部
も
半
数
の
メ

ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

現
代
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
の
時
代
、
こ
の
冊
子
の
記

事
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載

せ
る
予
定
で
す
が
、
紙
の
世

代
に
育
っ
た
私
た
ち
は
、
小

さ
い
画
面
の
ス
マ
ホ
な
ど
は

な
か
な
か
馴
染
め
ま
せ
ん
。

当
面
は
こ
の
冊
子
を
一
層
充

実
し
た
も
の
に
し
て
お
届
け

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
、
絵
画
、
写
真

な
ど
の
作
品
も
、
思
い
切
っ

て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
児
玉　

記
）

編 集 後 記

柏
友
会　

吉
田　

善
一

見
る
と
な
く
見
て
ゐ
る
鼻
の
上
の
汗

子
供
ら
に
自
慢
し
て
ゐ
る
日
焼
か
な

柏
友
会　

安
田　

攻
一

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
弦
震
は
せ
て
雷
走
る

鐘
の
音
を
こ
ぼ
し
つ
つ
行
く
氷
売
り

柏
友
会　

安
田　

純
子

黙
し
た
る
目
の
老
香や

し
具
師
や
水
中
花

外
つ
国
の
海
に
染
ま
り
し
香
水
瓶

柏
友
会　

新
宮　

能
子

打
水
や
し
ば
し
の
風
の
や
す
ら
ぎ
は

動
画
届
き
て
一
足
早
い
大
花
火

名
瀬
第
二
住
宅
き
ず
な
ク
ラ
ブ　

仁
戸
部
京
子

老
い
の
身
は
湯ゆ

ぶ
ね舟

ひ
た
り
て
懐
か
し
い

　

遠
き
思
い
出
出い

で
ゆ湯

の
宿
で

大
空
に
掴つ

か

み
た
い
よ
な
雲
の
む
れ

　

よ
き
日
願
い
て
明
日
に
向
お
う

名
瀬
第
二
住
宅
き
ず
な
ク
ラ
ブ　

仁
戸
部
京
子

気
づ
か
い
の
電
話
嬉
し
い
年
と
な
り

短
　
歌

短
　
歌

川
　
柳

川
　
柳

舞
岡
第
二
高
寿
会　

細
井　

勇
三

南は

え風
に
の
り
百
合
の
香
そ
っ
と
風
呂
に
入
る

菜さ
い
え
ん園

で
実
り
し
物
を
友
に
分
け

舞
岡
第
二
高
寿
会　

山
本　

雄
策

山
里
の
伸
び
ゆ
く
枝
に
若
葉
雨

待
ち
わ
び
た
津
軽
の
城
も
花
ご
ろ
も

舞
岡
第
二
高
寿
会　

増
村　

栄
一

マ
ス
ク
し
て
吾
子
を
覗
く
若
き
父

枇び

わ杷
の
実
や
け
だ
る
き
午
後
の
散
歩
道

舞
岡
第
二
高
寿
会　

吉
野　

常
子

街
路
と
う
吉
田
大
橋
昔
を
し
の
ぶ

エ
ル
・
エ
ル
・
ク
ラ
ブ　

た
た
え

山
ガ
ー
デ
ン
花
咲
き
満
ち
て
暮
れ
の
春

噴
水
や
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ
踊
る
水
の
精

エ
ル
・
エ
ル
・
ク
ラ
ブ　

益
之
助

キ
ャ
ラ
ブ
キ
の
老
い
歯
に
や
さ
し
ほ
ろ
苦
さ

老
鶯
の
長
き
美
声
に
足
を
止
め

エ
ル
・
エ
ル
・
ク
ラ
ブ　

す
だ
ち

憂
き
事
の
一
つ
減
り
た
り
雪
柳

ふ
と
浮
か
ぶ
愚
直
の
一
句
草
朧

俳
　
句

俳
　
句

文
　
芸

文
　
芸

暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。
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